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(同心臓血管外科)，水野 同u(金沢大) 症例は71歳，男性. 1998年
7月13日l務脱癌に対し勝脱全摘除術，両側尿管皮膚模造設術を施行さ













































切除.病理診断 adenocarcinomaof the colon C type 3， mucinous 






























58 泌尿紀要 48巻 l号 2002年
医大) 症例は35歳，男性排尿困難を主訴に当科受診.超音波断
層，内視鏡にて勝脱頚部に隆起性病変を認め，精査加療目的にて入院
となる.超音波断層では，勝脱頚部に直径約 2cmの cystlcmass 













粘液産生前立腺癌の 1例 z渡部明彦，水野一郎，永川 修，古谷雄
三，布施秀樹(富山医薬大) 症例は86歳.男性.2000年12月頃より
頻尿，切迫性尿失禁を自覚し， 2∞l年 1月10日当科受診.直腸診にて
鶏卵大，石様硬に前立腺を触知， PSA 412.8 ng/mlと高値を認めた
ため，前立腺癌疑いにて精査加療目的に2001年 l月30日当科入院前
立腺生検を施行したところ，病理組織学的に前立腺粘液癌と診断され
























































あった. Minimally invasive surgery， open surgeryは共に 2人ずつ
に施行された.尿禁制率は昼間カ勾7%，夜間が18%であった.
